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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年10月8日(2020.10.8)

【公表番号】特表2019-524931(P2019-524931A)
【公表日】令和1年9月5日(2019.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2019-036
【出願番号】特願2019-502204(P2019-502204)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   9/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   83/14     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/02     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｋ    9/06     　　　　
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月10日(2020.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の繰り返し単位Ｕ１および第２の繰り返し単位Ｕ２を含んでなるポリマー
（ここで、第１の繰り返し単位Ｕ１は式（Ｉ）によって表され、かつ第２の繰り返し単位
Ｕ２は式（ＩＩ）によって表され

【化１】

（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、出現毎に互いに独立に、水素、オルガ
ニルおよびオルガノヘテリル基からなる群から選択され、かつａは１～６０の整数である
）、
ここで、前記ポリマーが、式（Ｉ）で表される少なくとも１つのさらなる繰り返し単位Ｕ
１を含んでなる（ここで、前記少なくとも１つのさらなる繰り返し単位Ｕ１は、前記第１
の繰り返し単位Ｕ１とは異なる）；および
　表面修飾されたナノ粒子（ここで、表面修飾されたナノ粒子は二酸化ジルコニウムを含
まない）
を含んでなる、配合物。
【請求項２】
　表面修飾されたナノ粒子が、Ｍ２Ｏ、Ｍ３

２Ｏ３、Ｍ４ａＯ２、Ｍ２Ｍ４ｂＯ３、Ｍ２

Ｓ、Ｍ２ＳＯ３、Ｍ２ＳＯ４、Ｍ２
２ＳｉＯ４、Ｍ３Ｎ、Ｍ４ｂＣ、Ｍ４ｂＳｉＯ４、お

よびダイヤモンド（ここで、Ｍ２は二価の金属元素であり、Ｍ３は三価の金属元素であり
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、Ｍ４ａはＺｒを除く四価の金属元素であり、かつＭ４ｂは四価の金属元素である）から
選択される１以上の無機ナノ粒子を含む、表面修飾されたナノ粒子である、請求項１に記
載の配合物。
【請求項３】
　Ｍ２が、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｃｄ
、Ｈｇ、Ｓｎ、およびＰｂからなるリストから選択される二価の金属元素であり；
　Ｍ３が、Ｓｃ、Ｙ、Ｌｕ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｂ、Ａｌ、およびＧａからなるリストか
ら選択される、三価の金属元素であり；
　Ｍ４ａが、Ｔｉ、Ｈｆ、Ｓｉ、Ｇｅ、およびＳｎからなるリストから選択される、Ｚｒ
を除く四価の金属元素であり；かつ
　Ｍ４ｂが、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｓｉ、Ｇｅ、およびＳｎからなるリストから選択される
、四価の金属元素である、請求項２に記載の配合物。
【請求項４】
　ナノ粒子の表面が、アルキル－アルコキシシラン、アルケニル－アルコキシシラン、ま
たはアリール－アルコキシシランから選択される表面修飾剤によって修飾されている、請
求項１～３のいずれか一項に記載の配合物。
【請求項５】
　Ｒ１およびＲ２が、出現毎に互いに独立であり、水素、または１～２０の炭素原子を有
するアルキル、またはフェニルである、請求項１～４のいずれか一項に記載の配合物。
【請求項６】
　Ｒ３およびＲ４が、出現毎に互いに独立であり、水素、または１～４０の炭素原子を有
するアルキル、またはフェニルである、請求項１～５のいずれか一項に記載の配合物。
【請求項７】
　Ｒ５が、出現毎に互いに独立であり、水素、または１～２０の炭素原子を有するアルキ
ル、またはフェニルである、請求項１～６のいずれか一項に記載の配合物。
【請求項８】
　前記配合物が、エーテル、環状エーテル、ケトン、エステル、混合エーテル／エステル
溶媒、炭化水素、芳香族溶媒からなる群から選択される１以上の溶媒を含んでなり、溶媒
中の１以上の水素原子が所望により塩素またはフッ素原子によって置換されていてもよい
、請求項１～７のいずれか一項に記載の配合物。
【請求項９】
　第１の繰り返し単位Ｕ１および第２の繰り返し単位Ｕ２を含むポリマーが、表面修飾さ
れたナノ粒子（ここで、表面修飾されたナノ粒子は二酸化ジルコニウムを含まない）の分
散体と混合される、請求項１～８のいずれか一項に記載の配合物の調製方法。
【請求項１０】
（ａ）請求項１～８のいずれか一項に記載の配合物を提供すること；および
（ｂ）７０～３００℃の温度で、１～２４時間の間、前記配合物をキュアすること
によって得られる、ＬＥＤのための封止材料。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の封止材料を含んでなるＬＥＤ。
【請求項１２】
　封止材料が、コンバーター層に含まれる、請求項１１に記載のＬＥＤ。
【請求項１３】
　封止材料が、蛍光体および／または量子材料から選択される１以上のコンバーターを含
んでなる、コンバーター層に含まれる、請求項１１に記載のＬＥＤ。
【請求項１４】
　工程：
（ａ）請求項１～９のいずれか一項に記載の配合物をＬＥＤ前駆体に適用すること；およ
び
（ｂ）７０～３００℃の温度で、１～２４時間の間、配合物をキュアすること
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を含んでなる、ＬＥＤの製造方法。
【請求項１５】
　工程（ａ）でＬＥＤ前駆体に適用された配合物が、蛍光体および／または量子材料から
選択される１以上のコンバーターを含んでなる、コンバーター層の部分を形成する、請求
項１４に記載のＬＥＤの製造方法。
【請求項１６】
　配合物が、工程（ａ）で、ディスペンシング、スクリーン印刷、ステンシル印刷、スプ
レーコーティング、スロットコーティング、スピンコーティング、またはインクジェット
印刷によって適用される、請求項１４または１５に記載のＬＥＤの製造方法。
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